
社長メッセージ 「経営の本質はサスティナビリティ
事業・人・拠点の多様性が、リスクにぶれず、
成長し続ける会社をつくる」
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ミネベアミツミは、製品開発、人材育成、生産活動にいたるまで、経営そのものが、
企業を永続させる「サスティナビリティ」の精神に基づいて実践されています。
サスティナブル経営を実現するため、「『より良き品を、より早く、より多く、より安く、より賢く』つくることで社会に貢献する。」
という経営理念とその実現を担保する経営の基本方針「五つの心得」（P4記載）のもと、
数々の逆境を跳ね返しながら、成長を実現しています。
これまで、ミネベアミツミは、リーマンショック、タイの大洪水、東日本大震災という逆境にゆるがず、
むしろ成長へとつながる強さを獲得する機会としてきました。
タイ洪水では、基幹工場に水が迫る中、トップマネジメントが現地で陣頭指揮をとるとともに、
現地従業員が昼夜を問わず土嚢を積み上げて工場を守りきり、
「奇跡の堤防」とまで言われるチームワークで、危機を乗り越えました。
迫りくる危機から逃げ出すことなく、トップ・現地従業員が一丸となって危機に立ち向かい徹底的に対策を進める姿勢は、
グローバル 10万人の従業員に根付くこととなりました。

数々の逆境を跳ね返してきた ミネベアミツミのレジリエンス
イントロダクション

2008
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2011
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2011
東日本大震災
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新型コロナウイルス

2029年3月期

売上高

2.5兆円
営業利益 

2,500億円
を目指す

レジリエンスとは、外部要因を受けても立ち直ることのできる「しなやかな強さ」のこと。ミネベアミツミでは、逆境での経験をさらなる成長につなげてきました。

製造資本 人的資本 知的資本
●他社に先駆けた
海外進出 

●設備投資だけで
は構築できない
ノウハウの結集

●10万人のグロー
バル人材 

●性別年齢を問わ
ず現場で活躍
するリーダー

●ベストプラクティ
スを瞬時に全社
展開する組織力 

●49年で50件の
M&Aをはじめ
多種多様の経
験知

世界GDP

部品メーカーとしての責任を
果たすため、安定操業に向
けて徹底的な対策を実施。
マスク生産・販売も取り組む

トップのリーダーシップと徹底した現場主義トップのリーダーシップと徹底した現場主義

トップの貝沼は連日現地で陣頭指揮をとり続け、混乱の中リーダーシップを発揮 水が迫る中、現地従業員が昼夜問わず土嚢を積み「奇跡の堤防」で工場を死守 2020年に世界中を襲った新型コロナウ
イルスの脅威に対しても、早期に対策本
部を設置し、中国で先行して実施した徹
底的な感染対策を全世界で共有。スマー
トフォン、ゲーム関連など多岐にわたる
事業のポートフォリオが自動車、航空機
の落ち込みをカバー。効果的な製品ミッ
クスと 22 カ国に広がる生産拠点ミック
スが功を奏し、当社のリスク分散体制が
逆風下で力を発揮しました。当社の目標
で あ る、売 上 高 1 兆 円・営 業 利 益
1,000 億円を射程圏内にとらえ、その
先の売上高 2.5 兆円、営業利益 2,500
億円に向け、さらに挑戦を続けます。
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